
 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
皆
様
の

ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※ 

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め
の

「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回

同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず

6
月
5
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い

致
し
ま
す
。）

◎
5
月
以
降
の
本
部
例
会
、
宇
宙
生
命

研
究
分
科
会
は
、
今
後
何
も
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
も
ち
ろ
ん
開

催
の
予
定
で
す
が
、
も
し
大
き
な
地
震

や
原
発
事
故
等
で
交
通
や
そ
の
他
問
題

が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
中
止
の
お
知
ら

せ
を
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
、
本
部
の
留

守
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
入
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

例
会
参
加
前
に
必
ず
サ
イ
ト
あ
る
い
は

電
話
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
」

　
　
　
　
　

講
師　

赤
松　

瞳 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
・
認
知
学
者
）

■ 

内
容
：
T
B
S
最
新
脳
科
学
&
最
強

超
能
力
ヴ
ィ
デ
オ
鑑
賞　

ロ
シ
ア
の

ク
ラ
ス
風
景
ヴ
ィ
デ
オ
観
賞

■ 
能
力
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
透

視
／
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
）

例
：
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
本
を

読
む
、
体
内
霊
視
な
ど

今
月
号
の
記
事

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
35
周
年
記
念
大
会
の
論
文
募
集

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
念
力
と
カ
オ
ス
・
ア
ト
ラ
ク
タ

人
間
の
脳
は
わ
ず
か
に
3
～
5
%
し

か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
脳
科
学
研
究
で
は
、
未
使
用
の
脳

を
使
用
す
る
方
法
の
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
超
感
覚
的
知

覚（
い
わ
ゆ
る
、
超
能
力
）を
発
達
さ
せ

る
驚
く
べ
き
方
法
論
が
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
の

見
え
な
い
子
供
た
ち
に
、
脳
の
視
覚
視

野
や
中
脳
の
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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に
よ
り
、
あ
る
種
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な

代
替
視
覚
手
段
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
全
盲
の
人
々
が
、
目
以
外
の
感
覚

を
使
用
し
て
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
副
産
物
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
千

里
眼（
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
能
力
）

が
身
に
つ
き
、
肉
眼
以
上
の
感
覚
器
官

で
遠
く
の
も
の
や
近
く
の
も
の
を
認
知

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
で
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
で
は
様
々
の

レ
ベ
ル
の
障
害
者
が
超
感
覚
的
な
能
力

を
身
に
つ
け
て
回
復
し
て
い
る
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
人
々
に

も
同
様
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

超
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
学
の
研

究
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
身
に

付
け
た
人
々
は
脳
の
使
用
パ
ー
セ
ン
ト

が
多
い（
つ
ま
り
、
未
使
用
の
脳
が
使

用
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
脳
の
進
化
、

そ
れ
に
よ
る
人
類
の
進
化
に
お
い
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
及
び
実
際
体
験

（
例
：
実
際
に
目
を
閉
じ
た
ま
ま
イ
メ
ー

ジ
ワ
ー
ク
を
す
る
、
感
覚
的
に
も
の
を

見
る
・
知
る
こ
と
の
体
験
な
ど
）
の
機

会
が
得
ら
れ
ま
す
。

※
本
部
例
会
に
お
い
て
、
女
性
の
熟
達

し
た
E
S
P
能
力
者
で
あ
り
、
研
究
者

の
実
演
と
講
演
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
赤
松
瞳
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
7
年
、
北
海
道
札
幌
出
身

○ 

脳
・
認
知
学
者「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

モ
ナ
ー
シ
ュ
大
学
心
理
学
博
士
」

○ 

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー「IA

H
D

」

日
本
代
表

○ 
国
際
前
世
療
法
学
会
「IA

RRT

」
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

○ 

ブ
ロ
ニ
コ
フ
・
イ
ー
ス
タ
ン
ス
ク
ー

ル
主
任
講
師

1
9
9
0
年
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

を
経
て
、
心
理
学
研
究
の
為
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
渡
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
豪

州
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
、
イ
ン
ド
な
ど

で
心
理
学
、
潜
在
意
識
精
神
世
界
の
講

演
、
講
習
を
し
な
が
ら
主
に
豪
州
大
学

院
に
於
い
て
個
別
指
導
講
師
を
務
め
て

き
た
。

統
合
医
療
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
様
々
な

心
理
療
法
、
代
替
医
療
を
行
い
、
現
在

は
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
障
害
者

教
育
に
従
事
し
て
い
る
。

○ 

ア
メ
リ
カ
A
B
S
「
21
世
紀
に
貢
献

し
た
偉
大
な
女
性
」ノ
ミ
ネ
ー
ト
賞

○ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
受
賞

○ 

脳
・
認
知
科
学
優
等
学
士
「
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○ 

応
用
心
理
学
学
士
「
サ
ウ
ス
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○ 

医
療
準
学
士
「
タ
ス
マ
ニ
アT

A
FE

」

○ 

現
所
属　

株
式
会
社
C
I
総
合
研
究

所
日
時　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

金
子　

輝
夫　

様

金
三
万
円
也　
　
　

渡
辺　

宙
明　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円　
　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円　
　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円　
　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円　
　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円　
　
　
　

匿　

名　
　
　

様

金
三
千
円　
　
　
　

土
村　

澄
子　

様

金
三
千
円　
　
　
　

飯
塚　

友
子　

様

金
二
千
円　
　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
二
千
円　
　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円　
　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飯
見　
　

勇　

様

金
一
千
円　
　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円　
　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

高
木　

和
人　

様

金
一
千
円　
　
　
　

須
崎　

康
洋　

様

金
一
千
円　
　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円　
　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

田
村　

賢
二　

様

金
一
千
円　
　
　
　

匿　

名　
　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❷●



六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

講
師　

井
出　

治 
氏

　
　
（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

著
者
は
、
1
9
7
3
年
よ
り
既
存
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
念
を
破
っ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年（
2
0
1
0
年
）1
月
、

確
信
を
持
て
る
状
態
で
作
動
す
る
、
超

効
率
イ
ン
バ
ー
タ
の
試
作
に
成
功
し
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は
、
本
年
3
月
、
米
国
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
て
発
表
し
、

学
会
幹
部
メ
ン
バ
ー
よ
り
大
い
な
る
賞

賛
を
受
け
ま
し
た
。
著
者
の
研
究
は
、

首
尾
一
貫
し
て
理
論
と
実
験
結
果
と
の

関
連
を
最
重
視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
点
が
特
徴
で
す
。
す
な
わ
ち
、
最
初

の
米
国
物
理
学
会
の
論
文
、
N
A
S
A

ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所
の
論
文
、
お
よ
び

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の
論
文
は
、

す
べ
て
一
本
の
線
「
未
知
の
第
3
起
電

力
」の
概
念
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
番
目
の
論
文
、「
超
効
率

イ
ン
バ
ー
タ
」
の
研
究
は
、
仕
上
げ
の

段
階
に
お
い
て「
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
異
星
人
、
地
底
人
、

未
知
の
宇
宙
の
意
識
体
、
歴
史
上
の
偉

人
の
精
霊
ら
と
の
交
信
に
よ
っ
て
、
得

ら
れ
た
貴
重
な
情
報
が
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
伝
え
た
も
の
は
、
他

人
の
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ト
ー
リ
ー
や
地
球

人
の
作
っ
た
常
識
と
は
、
か
な
り
か
け

離
れ
た
情
報
が
あ
り
、
極
め
て
興
味
深

い
も
の
で
す
。

※
東
日
本
大
震
災
直
後
、
原
発
の
爆
発

事
故
に
よ
り
現
在
も
全
面
解
決
の
方
図

が
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
井
出
氏
の

装
置
が
早
く
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
原
子

炉
も
い
ら
な
く
な
る
画
期
的
な
も
の
な

の
で
、
是
非
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
井
出
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
9
年　

愛
媛
県
生
ま
れ

1
9
7
1
年　

立
命
館
大
学
理
工
学
部

電
気
工
学
科
卒

1
9
7
3
年
よ
り
、
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
開
始
、
現
在
に
至
る
。

1
9
9
5
年
6
月　

米
国
物
理
学
会
の

「
応
用
物
理
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
「
未
知

の
起
電
力
」の
最
初
の
論
文
を
掲
載
。

1
9
9
9
年
12
月 

N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ

ー
研
究
所
主
催
の
学
会
に
お
い
て
、「
未

知
の
起
電
力
」
を
さ
ら
に
深
く
追
求
し

た
論
文
を
発
表
。

2
0
1
1
年
3
月　

米
国
防
総
省
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
、
N
A
S
A
主
催
の
国
際

会
議
に
お
い
て「
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
」

の
理
論
と
実
験
に
つ
い
て
発
表
。

著
書　
「
パ
ン
ド
ー
ラ
の
遺
産
」。

共
著
、
雑
誌
記
事
多
数
。

山
羊
座
、
B
型
。

※
今
回
は
第
二
日
曜
日
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
6
月
12
日
（
日
）　

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年

　

記
念
大
会
の
論
文
・
原
稿
募
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

1
9
7
6
年
に
日
本
サ
イ
科
学
会

（
前
身　

日
本
P
S
学
会
）
が
創
立
さ
れ

て
か
ら
、
今
年
が
35
周
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
5
周
年
ご
と
に
記
念
大

会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
10
月
9
日

（
日
）
北
と
ぴ
あ
に
お
い
て
、「
日
本
サ

イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
は
今

後
の「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
行
わ
れ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
近
年
メ
デ
ィ

ア
や
書
籍
で
大
い
に
話
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
に
決
定
致

し
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
1
9
9
5
年
に

分
科
会
の
サ
イ
実
測
研
究
会
が
、
中
国

元
極
学
の
張
志
詳
会
長
を
日
本
に
招
い

て
東
京
や
長
野
県
で
講
演
会
を
催
し
た

と
き
に
、
長
野
県
の
長
谷
村（
現
在
伊

那
市
に
合
併
）
に
あ
る
分
杭
峠
が
元
極

学
の
基
地
に
匹
敵
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
「
お
墨
付
き
」
を
い
た

●❸ ●



だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
日

本
で
も
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
分
杭
峠
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
や
科
学
的
な
立
場
で

検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
員
の
皆
様
か
ら
も
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
貴
重
な
体
験
や
レ

ポ
ー
ト
、科
学
的
な
立
場
か
ら
の
検
証
・

論
文
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
日
配
布
さ
れ
る
予
稿
集

や
今
年
度
発
行
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

9
月
15
日
ま
で
に
A
4
判（
40
字
×

40
行
）
6
枚
以
内
で
一
太
郎
か
ワ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
左
記
事
務
局

ま
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
送
信
願
い
ま
す
。

内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
審
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
原
稿
送
信
先

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

 

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「 

東
日
本
大
震
災
と
今
後
の
世
界
に

つ
い
て
占
星
学
的
解
釈
と
予
測
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

　
　
　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

日
時　

平
成
23
年
5
月
21
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
科
学
と
霊
性
の
融
合
す
る
時
代
」

　
　
　
　
　

講
師　

サ
ア
ラ 

氏

日
時　

平
成
23
年
6
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

6
月
定
例
会

第
1
部　

基
調
講
演 

「
2
0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
」

　
　
　
　

講
師　

阿
久
津　

淳 

氏

政
治
・
経
済
等
、
現
代
社
会
に
な
に

か
と
行
き
詰
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

に
お
い
て
、
我
々
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
?　

科
学
も
ま
た
行
き

詰
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2
0
1
2
年
問
題
の
本
質
と
は
何
で

あ
ろ
う
か
?　

い
か
に
し
て
現
代
の
諸

問
題
を
解
決
し
て
、
明
る
い
未
来
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
?

「
2
0
1
2
年
問
題
と
は
何
か
?
」「
2

0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
」
を
テ
ー
マ
に

2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
に
迫
り
た
い
。

第
2
部 

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

「
U
F
O
の
最
新
情
報
」

　
　
　
　
　
　
　

竹
本 

良 

氏

T
V
で
し
か
見
ら
れ
な
い
二
人
の
ト

ー
ク
が
目
の
前
で
激
突
!　

ガ
チ
ン
コ

ト
ー
ク
バ
ト
ル　

● ❹●



「
U
F
O
問
題
と
人
類
の
未
来
」

　
　
　

飛
島 

竜
一 

氏
×
竹
本 

良 

氏

U
F
O
問
題
の
過
去
と
現
在
と
未
来

に
迫
る
!

日
時　

6
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　
「
大
会
議
室
」

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

講
師 　

 

阿 

久
津 

淳 

氏（
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

　
　
　

竹
本 

良 

氏（
科
学
問
題
研
究
家
）

　
　
　

 

飛 

島 

竜
一 

氏（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L 

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
予
告

な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が

起
こ
ら
な
い
の
か
?

東
日
本
大
震
災
に
も
関
連
し
て

　
　
　
　

講
師　

古
村　

豊
治 

氏

い
ま
は
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
。
政

治
や
経
済
は
不
透
明
。
ま
た
天
変
地
異

や
大
災
害
、
事
件
や
難
病
奇
病
も
続
出

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
難
問
に
対
し
具

体
的
な
対
処
策
を
持
つ
政
治
家
、
指
導

者
、
宗
教
家
、
科
学
者
、
医
学
者
は
極

め
て
少
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
指
導
者
た
ち
を
あ
て
に
せ
ず
、

自
分
自
身
で
自
分
や
家
族
、
会
社
を
護

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
個
々
人
が
自
分
の
本
来
の
力
に
目

覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
来
ま

し
た
。
そ
れ
に
は「
奇
蹟
力
」
と
で
も
い

う
「
力
」
が
必
要
な
の
で
す
。

「
奇
蹟
力
」
は
、
た
だ
待
っ
て
い
て
は

起
こ
り
ま
せ
ん
。
奇
跡
を
起
こ
す
た
め

に
は
、
人
間
と
宇
宙
の
構
造
を
「
直
感

力
」
を
使
い
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た「
意
識
力
」で
能
動
的
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
原
発
事
故
も
加
わ
っ
て
日
本
は
有

史
以
来
の
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
へ
の
最
新
の
対
処
法
を
、
実
技

を
交
え
て
講
演
し
ま
す
。

前
回
も
大
盛
況
だ
っ
た
古
村
先
生

の
本
部
例
会
で
の
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
御

講
演
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
古
村
豊
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
30
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。

各
種
会
社
社
長
を
歴
任
。
船
井
幸
雄
先

生
主
宰
の
直
感
力
研
究
会
講
師
、
高
次

元
波
動
研
究
会
主
宰
。
時
空
超
越
波
動

法
を
創
出
し
、
今
日
に
至
る
。
高
次
元

研
究
、
フ
ー
チ
、
I
F
・
テ
ス
ト
の
実

践
者
と
し
て
著
名
。
全
国
で
セ
ミ
ナ
ー

開
催
。
相
談
屋
本
舗
運
営
。

著
書
に
は
、「
究
極
の
自
己
革
新
」（
博

文
館
新
社
刊
）、「
ら
く
ら
く
探
査
力
」

「
わ
く
わ
く
意
識
力
」（
中
央
ア
ー
ト
出

版
刊
）、「
悟
り
力
」（
知
玄
社
刊
）、「
成

功
の
宇
宙
法
則
」（
致
知
出
版
社
刊
）
な

ど
が
あ
る
。

※
今
回
は
第
三
月
曜
日
（
祝
日
）
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
7
月
18
日
（
月
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　

本
年
も
ま
た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
優
秀
な

講
演
者
に
は
参
加
者
投
票
に
よ
っ
て

U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な

研
究
者
に
は
世
話
人
か
ら
マ
ー
ジ
ナ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
賞
も
・
・
・　

内
容
の
詳

細
は
決
ま
り
次
第
公
表
し
ま
す
。

U
F
O
・
オ
ー
ブ
研
究
に
関
心
の
あ

る
方
は
是
非
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
に
つ
い
て
ひ
と
こ

と
話
し
た
い
と
い
う
ヒ
ト
も
お
気
軽
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

日
時　

平
成
23
年
7
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

●❺ ●



会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円 

（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
報
告

夢
診
断
と
未
来
予
測

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人 

氏

私
は
日
本
サ
イ
科
学
会
に
来
る
と
古

巣
に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
最
近
中

規
模
以
上
の
書
店
に
行
き
ま
す
と
、
一

時
期
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
に
し
て

も
精
神
世
界
関
係
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
が

で
き
て
い
て
、
近
年
こ
の
分
野
に
対
し

て
ま
た
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

私
は
14
歳
の
と
き
に
“
超
能
力
少
年
”

と
い
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か

ら
36
年
経
ち
、
今
月
50
歳
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
精
神
世
界
は
い
く
つ
か
の

波
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
す
ご
く
大
き

な
変
化
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
あ

の
70
年
代
、
や
は
り
引
き
金
を
引
い
た

の
は
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
は
11
月
11
日

に
名
古
屋
で
三
千
人
く
ら
い
を
集
め
た

会
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
、
直
後
の
昨

日
と
お
と
と
い
、
企
業
の
社
長
さ
ん
達

を
集
め
た
福
島
の
会
で
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー

氏
の
講
演
と
実
演
が
あ
り
、
私
も
通
訳

兼
解
説
者
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

I
T
業
界
な
ど
最
近
頭
角
を
現
し
た

企
業
家
な
ど
も
精
神
世
界
分
野
に
大
変

関
心
を
も
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
急
激

に
会
社
が
大
き
く
な
る
過
程
で
、
や
は

り
社
外
や
社
内
の
人
々
の
気
持
ち
を
読

み
、
見
事
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
い
と
、
や
は
り
次

の
時
代
の
企
業
を
継
続
し
て
存
続
で
き

な
い
わ
け
で
す
ね
。
出
羽
三
山
な
ど
で

修
験
道
の
修
行
を
す
る
起
業
家
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
起
業
家
だ
け
で
は
な
く
、

一
つ
の
分
野
を
極
め
た
人
々
も
、
精
神

世
界
分
野
に
興
味
を
も
っ
た
り
し
ま
す
。

ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
も
63
歳
に
な
る
の

で
す
が
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
も
相
手
に
ス
プ
ー
ン
を
持
た

せ
て
お
い
て
、
自
分
は
ス
プ
ー
ン
の
柄

の
上
面
を
指
先
で
軽
く
な
で
て
い
る
だ

け
で
、
ス
プ
ー
ン
は
上
方
に
キ
ュ
ー
っ

と
曲
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
や
り
方
を

見
て
、
私
は
彼
も
苦
労
し
た
ん
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
疑
わ
れ

る
経
験
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
誤
解
を

受
け
な
い
よ
う
に
そ
の
方
法
に
行
き
着

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
サ
イ
科
学
会
と
い
う
日

本
で
も
老
舗
の
研
究
会
で
私
が
お
話
を

す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ユ
リ
に
告
げ

た
ら
、
こ
れ
か
ら
本
当
に
日
本
的
な
マ

イ
ン
ド
を
も
っ
た
方
々
が
、
精
神
世
界

の
分
野
を
掘
り
下
げ
る
と
い
う
こ
と
に

大
変
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
直
感
的
に
感

じ
る
の
で
、
是
非
皆
様
に
本
当
に
奮
闘

努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
ロ
シ
ア
や
中
国
や
米
国
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
国
の
超
能
力
者
達
と
会
っ
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
て
お
り
ま
す
。
米
国
で
は

C
I
A
に
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を

教
え
た
今
年
70
歳
に
な
る
イ
ン
ゴ
・
ス

ワ
ン
が
お
り
ま
す
が
、
彼
は
現
在
、
未

来
予
測
の
方
法
論
な
ど
も
教
え
て
い
ま

す
。
一
番
弟
子
の
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー

グ
ル
は
日
本
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

超
能
力
者
達
が
言
っ
て
い
る
共
通
点
は

「
誰
の
中
に
も
サ
イ
キ
ッ
ク
の
セ
ン
ス
は

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
供
達
は
比
較
的
“
超
能
力
”
を
発

揮
し
や
す
い
の
で
す
が
、
大
人
に
な
っ

て
こ
れ
ら
が
す
べ
て
消
え
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
能
力
が
絞
ら
れ
て
き
て
、

好
き
な
も
の
に
し
か
発
揮
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
職
業
的
に

チ
ョ
イ
ス
し
た
も
の
、
自
分
が
好
き
で

や
ろ
う
と
す
る
も
の
、
相
性
の
合
う
も

の
、
志
の
あ
る
も
の
、
そ
う
い
っ
た
も

の
に
ど
ん
ど
ん
超
能
力
の
範
囲
が
狭
ま

れ
て
き
て
、
か
つ
非
常
に
実
用
的
に
う

ま
く
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
超
能
力
と
い
う

の
は
本
当
に
得
意
な
分
野
で
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
無
意
識
に
そ
の
分
野
に
集

中
さ
れ
て
い
る
の
が
自
然
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
、
や
は

り
サ
イ
キ
ッ
ク
な
能
力
は
自
己
の
顕
在

意
識
の
ほ
う
で
、「
あ
っ
、
こ
れ
が
サ
イ

キ
ッ
ク
な
の
だ
」
と
認
識
を
し
た
瞬
間

に
さ
ら
に
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
し
、
問
題
を
無
意
識
に
ゆ
だ
ね
た
ま

ま
だ
と
間
違
っ
て
サ
イ
キ
ッ
ク
な
能
力

を
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
方
向
に
繰

り
返
し
働
か
せ
る
と
い
う
よ
う
な
現
象

も
起
こ
り
う
る
の
で
す
。
こ
れ
は
本
人

に
と
っ
て
は
大
変
苦
労
し
が
ち
な
パ
タ

ー
ン
で
あ
り
ま
し
て
、「
逆
P
K
」
と
申

し
ま
す
か
、
想
い
と
反
対
の
方
向
に
超

能
力
が
働
い
て
し
ま
う
、
超
能
力
が
自

分
を
自
滅
さ
せ
る
方
向
に
働
か
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
起
こ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
ま
た
大
衆
の
無
意
識
的
な
超
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能
力
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
古
代
東
洋
で
は
、
何
か
大
衆
の

心
の
奥
底
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
、

ユ
ン
グ
は「
集
合
的
無
意
識
」
と
名
付
け

ま
し
た
が
、
東
洋
で
は
古
く
か
ら
そ
れ

を
一
つ
の
象
徴
と
し
て「
龍（
ロ
ン
）」、

す
な
わ
ち
巨
大
な
龍
で
あ
る
と
例
え
ま

し
た
。
龍
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
の
は
他

に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
の
で
す

が
、
し
か
し
沢
山
あ
る
意
味
の
中
で
、

龍
は
大
衆
の
集
合
的
無
意
識
の
半
ば
暴

走
し
た
と
き
の
形
、
躍
動
感
を
も
っ
て

あ
る
意
味
躍
り
出
た
と
き
の
形
を
龍
に

例
え
た
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
龍
は
暴
走
し
て
し
ま
え
ば
、
個

人
な
ん
か
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
つ
ぶ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
非
常
に
強
い
力
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
そ
れ
を
凌
駕

す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
何
か
皆
の
危
険

を
察
知
し
て
無
意
識
に
そ
れ
を
避
け
た

り
と
か
、
念
力
で
変
え
て
い
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
希
望
的
側
面
や
善
な
る

側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

ダ
ー
ク
な
部
分
が
あ
る
程
度
押
さ
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
今
後

そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
、
情
報
の
氾
濫

に
よ
っ
て
乱
れ
た
り
狂
っ
た
り
す
る
可

能
性
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
実
は
い
ろ
い
ろ
な
能
力
者
達

も
同
じ
危
惧
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
し

て
、
例
え
ば
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
予
知

能
力
を
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
透

視
能
力
よ
り
も
予
知
能
力
の
開
発
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
透
視

能
力
を
も
っ
て
い
る
人
は
同
時
に
予
知

能
力
を
も
っ
て
お
り
、
次
第
に
強
ま
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

た
だ
問
題
は
予
知
の
場
合
、
そ
の
と

き
の
世
相
、
例
え
ば
今
回
の
尖
閣
列
島

の
問
題
で
中
国
は
悪
い
、
日
本
は
正
し

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
出
る
の
で
、

日
本
人
の
希
望
的
観
測
と
し
て「
日
本

は
今
後
伸
び
る
、
中
国
は
経
済
的
に
崩

壊
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
予
言
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。

同
様
に
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
ー
シ
ー
の「
日

本
は
1
9
9
8
年
ま
で
に
、
海
の
底
に

沈
む
」
と
い
う
1
9
3
0
年
代
の
予
言

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
代
中
国
に
進

出
し
て
い
た
日
本
を
衰
え
さ
せ
た
い
ア

メ
リ
カ
の
白
人
の
集
合
的
無
意
識
の
願

望
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
1
9
9
0
年
代
で
し
た
か
経
済

予
言
が
お
得
意
な
広
瀬
謙
次
郎
氏
が
、

米
国
大
陸
が
海
に
沈
み
、
日
本
が
世
界

の
盟
主
に
な
る
と
い
う
予
言
書
を
出
し

て
お
り
ま
す
し
、
最
近
と
き
ど
き
来
日

す
る
「
救
世
主
が
ど
こ
か
に
現
れ
る
」
と

予
言
す
る
人
物
は
、
日
本
に
来
る
と「
日

本
に
救
世
主
が
現
れ
る
」
と
言
い
、
台

湾
に
行
く
と「
台
湾
に
救
世
主
が
現
れ

る
」
と“
予
言
”
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
そ
う
い
う
も
の

を
乗
り
越
え
な
い
と
本
当
の
予
知
情
報

は
取
れ
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
大

衆
の
希
望
的
観
測
や
、
そ
の
世
相
・
時

代
の
希
望
と
か
あ
る
意
味
で
は
偏
り
・

偏
見
・
こ
だ
わ
り
を
ま
ず
全
部
捨
て
る

と
、
本
当
に
未
来
か
ら
や
っ
て
来
る
情

報
が
正
確
に
マ
イ
ン
ド
の
中
に
入
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
は
難
し
い
作
業
で
は
な

く
、
そ
う
い
う
も
の
は
ま
ず
横
に
置
く

ん
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
そ
の
後
頭
の

中
出
て
く
る
自
由
連
想
の
中
に
正
し
い

未
来
の
情
報
が
必
ず
入
っ
て
き
ま
す
。

「
そ
れ
が
ど
ん
な
に
意
外
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、
き
ち
ん
と
記
録
に
つ
け
な
さ

い
。
そ
し
て
そ
れ
を
体
系
づ
け
て
い
き

な
さ
い
。」
と
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
言
っ

て
お
り
ま
す
。

私
も
実
は
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
の
未
来

予
測
の
教
本
「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
・
フ
ァ

ク
タ
ー
」
を
翻
訳
し
て
1
9
9
5
年
に

出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
私

は
未
来
予
測
を
も
っ
と
実
用
的
な
レ
ベ

ル
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
サ
イ
能
力
の
そ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
で
は
、
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
は
一
般
の
人
で
も
短
時
間
で

能
力
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
た
だ

そ
れ
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
問

題
で
す
が
。
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
研

究
と
し
て
は
、
米
国
の
国
防
総
省
お
よ

び
他
の
各
機
関
が
関
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
「
マ
イ
ン
ド
・
レ
ー
ス
」
と
い
う
実
験

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
透
視
能
力
と
予

知
能
力
が
実
は
並
行
し
て
同
時
に
働
く

と
い
う
性
質
を
逆
手
に
と
っ
て
、
被
験

者
に
何
を
予
測
し
て
い
る
か
教
え
な
い

で
、
被
験
者
の
未
来
予
測
能
力
の
無
意

識
的
な
デ
ー
タ
だ
け
を
戴
い
て
し
ま
う

方
法
で
す
。
こ
れ
は
う
ま
く
や
る
と
的

中
度
は
高
い
の
で
す
。

よ
く
欲
が
入
り
込
む
と
未
来
予
測
は

難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
事
実
そ
う

な
ん
で
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
能
力
者

と
共
同
し
て
、
一
番
欲
が
入
り
や
す
い
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競
馬
と
か
宝
く
じ
な
ど
連
続
し
て
二
〇

〇
回
く
ら
い
実
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
マ
イ
ン
ド
・
レ
ー
ス
の
方
法
、

つ
ま
り
被
験
者
で
あ
る
能
力
者
に
何
を

予
測
し
て
い
る
か
告
げ
な
い
で
、
当
た

り
馬
券
や
当
た
り
く
じ
を
予
測
さ
せ
る

と
、
非
常
に
よ
く
当
た
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
悪
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
私
達
が
も
っ

て
い
る
予
知
能
力
が
、
第
三
者
に
よ
っ

て
誘
導
さ
れ
て
、
私
達
が
知
ら
な
い
間

に
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
、
取
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
、
そ
う
い

う
未
来
予
測
の
デ
ー
タ
が
、
一
部
の
問

題
の
あ
る
人
の
マ
イ
ン
ド
や
価
値
観
や

方
向
性
で
使
わ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は

大
変
危
険
な
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
も
の

を
危
険
に
使
お
う
と
す
る
人
を
排
除
す

る
念
力
み
た
い
な
も
の
も
、
ど
う
も
集

合
的
無
意
識
の
中
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。

昔
、
あ
る
国
の
軍
部
で「
イ
ル
カ
爆

弾
」
の
実
験
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
イ
ル
カ
は
非
常
に
頭
が
良
い
の
で

調
教
し
て
お
い
て
、
イ
ル
カ
の
体
に
爆

弾
を
付
け
て
、「
人
間
魚
雷
」
の
よ
う

に
敵
方
の
潜
水
艦
に
突
っ
込
む
よ
う
に

す
る
わ
け
で
す
。
イ
ル
カ
に
潜
水
艦
の

形
式
を
覚
え
さ
せ
、
認
識
さ
せ
て
、
自

爆
さ
せ
る
わ
け
で
、
成
功
す
れ
ば
大
変

優
秀
な
兵
器
と
な
り
ま
す
。
ユ
リ
・
ゲ

ラ
ー
氏
も
そ
の
実
験
に
か
り
出
さ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
実
験
中
イ
ル
カ
が
本

当
の
爆
弾
を
背
負
わ
さ
れ
る
と
、
す
ぐ

に
体
か
ら
は
ず
そ
う
と
す
る
の
に
対
し

て
、
練
習
用
の
爆
弾
の
と
き
に
は
そ
の

ま
ま
突
っ
込
め
る
の
で
す
。
こ
れ
は「
生

き
死
に
」
に
関
わ
る
非
常
に
重
要
な
情

報
に
関
し
て
は
、
ど
ん
な
生
き
物
で
も
、

も
の
す
ご
く
高
い
レ
ベ
ル
で
超
能
力
が

働
く
の
で
す
。
す
な
わ
ち
個
人
レ
ベ
ル

ま
た
は
人
類
全
体
レ
ベ
ル
で
も
、「
生

き
死
に
」
に
関
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、

も
の
す
ご
く
正
確
に
普
段
の
生
活
の
中

で
も
察
知
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
そ
れ
を
も
っ
と
越
え
る
研
究
を

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
実
は

こ
の
10
年
間
ひ
そ
か
に
未
来
を
正
確
に

読
む
方
法
は
な
い
か
と
模
索
し
て
お
り

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
今
か
ら
10
年
ほ
ど

前
に
、
あ
る
大
手
の
企
業
か
ら
、
携
帯

電
話
で
何
か
皆
さ
ん
の
心
の
糧
に
な
る

よ
う
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
な
い
か
、
と
い
う
ご
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
の
案
の
中
か
ら
、

毎
日
見
て
も
一
般
の
方
が
喜
ん
で
も
ら

え
る
も
の
と
し
て
、
朝
起
き
て
自
分
の

夢
を
診
断
で
き
る
「
夢
診
断
」
の
サ
イ

ト
を
10
年
前
に
創
っ
た
わ
け
で
す
。
世

界
中
の
夢
診
断
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

例
え
ば「
蛇
の
夢
」
で
あ
っ
た
ら
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
解
釈
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
解
釈

（
警
告
的
）の
両
方
を
載
せ
る
の
が
健
全

な
サ
イ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
し
て
、
運

営
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
当
た
り
ま
し
て
、
こ
の
10
年

間
で
通
算
7
4
0
0
万
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
数
で
い
う
と
二

万
数
千
人
と
な
り
、
こ
の
人
々
が
10
年

間
に
ど
の
よ
う
な
夢
を
見
て
き
た
か
と

い
う
全
デ
ー
タ
の
統
計
が
手
元
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
で
す
が
、
デ
ー
タ
を
取

り
始
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
を
見
つ
け
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
毎
日
数
万
人
の
人
々
が
ア
ク

セ
ス
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
デ
ー
タ

に
は
共
通
点
が
あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で

す
。
例
え
ば
、
民
主
党
が
政
権
交
代
し

た
2
0
0
9
年
の
初
夢
は
、
ト
ッ
プ
10

位
に
か
な
り
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
年
も
初
夢
は
そ
の
年
全
体
の
状
況

を
象
徴
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
年

は
例
年
百
番
以
下
で
あ
っ
た
も
の
が
、

10
位
に
入
っ
て
き
た
り
し
て
、
何
か
今

年
は
変
だ
ぞ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

政
権
交
代
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
地
震
な
ど
地
盤
が
崩
れ
た
り
す

る
大
き
な
天
災
の
起
こ
る
半
年
く
ら
い

前
か
ら
、
面
白
い
こ
と
に
歯
が
抜
け
落

ち
た
り
、
歯
が
ぐ
ら
つ
い
た
り
、
歯
が

欠
け
た
り
す
る
夢
が
、
グ
ー
っ
と
ト
ッ

プ
に
躍
り
出
て
き
ま
す
。「
鯰
」
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
ね
。
地
盤
の
よ
う
に
普
段
堅

固
な
も
の
が
何
か
思
い
も
よ
ら
な
い
形

で
崩
れ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、

私
達
の
潜
在
意
識
は「
歯
」に
見
立
て
て

い
る
ん
で
す
ね
。

ど
う
も
私
達
の
潜
在
意
識
は「
シ
ン

ボ
ル
」で
私
達
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
の
は
、
え

て
し
て
環
境
の
こ
と
を
体
に
例
え
た
り

す
る
ク
セ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
人
の
心

の
有
り
様
を
体
の
シ
ン
ボ
ル
で
語
る
言

葉
が
日
常
語
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。「
鼻

っ
柱
が
強
い
」
と
か
「
胸
騒
ぎ
が
す
る
」

と
か
「
腹
に
入
ら
な
い
、
腹
が
立
つ
」
の

よ
う
に
で
す
。
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
夢

の
パ
タ
ー
ン
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
予
測

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
日
本
人
が
夢
で
よ
く
見
る

シ
ン
ボ
ル
の
ト
ッ
プ
20
く
ら
い
を
明
か

し
ま
す
。
1
位
は「
車
」
で
す
。
車
と

い
う
の
は
、
自
分
で
運
転
し
て
自
分
で

移
動
で
き
る
も
の
で
、
そ
の
人
の
運
命

み
た
い
な
も
の
を
表
し
て
い
る
と
い
う
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解
釈
も
あ
り
ま
す
し
、
私
は
戦
後
の
日

本
経
済
が
や
は
り
車
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
と
い
う
思
い
が
私
達
の
中
に

強
く
あ
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
達
は
意
外
と
身
近
な
も
の

を
夢
で
沢
山
見
て
い
ま
す
。
奇
異
な
も

の
を
見
る
頻
度
は
大
変
少
な
い
で
す
。

そ
の
後
の
順
位
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

②
家
、
③
子
供
、
④
ト
イ
レ
、
⑤
人
、

⑥
水
、
⑦
服
、
⑧
仕
事
、
⑨
学
校
、

⑩
犬
、
⑪
海
、
⑫
逃
げ
る
、
⑬
電
話
、

⑭
友
達
、
⑮
雪
、
⑯
猫
、
⑰
赤
ち
ゃ
ん
、

⑱
虫
、
⑲
お
金
、
⑳
階
段
、
�
雨
、
と

な
り
ま
す
。

こ
の
10
年
間
で
犬
と
猫
は
年
々
順
位

を
上
げ
て
い
ま
す
。
や
は
り
ペ
ッ
ト
は

す
ご
く
私
達
の
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。「
虫
の
知
ら

せ
」
と
言
い
ま
す
が
、
虫
が
唐
突
に
高

い
の
で
す
。
例
の「
中
国
毒
餃
子
事
件
」

の
と
き
に
は
、
そ
の
前
に
バ
ナ
ナ
や
三

日
月
や
餃
子
が
上
位
に
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
け
ば
、「
予
知
シ

ン
ボ
ル
学
」が
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
未
来
予
測

も
含
め
て
、
毎
日
「
夢
日
記
」
を
付
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
　

講
師　

赤
松　

瞳 

氏

と
き　

平
成
23
年
1
月
15
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

赤
松
氏
は
1 

9 

7 

7
年
生
ま
れ
。
北

海
道
札
幌
出
身
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー（IA

H
D

）
日
本
代
表
。
脳
・
認
知

科
学
優
等
学
士
、
応
用
心
理
学
学
士
、

医
療
準
学
士
。

長
年
に
わ
た
り
、
豪
州
、
米
国
、
欧

州
、
イ
ン
ド
な
ど
で
心
理
学
、
潜
在
意

識
精
神
世
界
の
講
演
、
講
習
を
し
な
が

ら
主
に
豪
州
大
学
院
に
於
い
て
個
別
指

導
講
師
を
務
め
て
き
た
。
現
在
統
合

医
療
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
様
々
な
心
理

療
法
、
代
替
医
療
を
行
い
、
株
式
会
社

C
I
総
合
研
究
所
に
て
能
力
開
発
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
障
害
者
教
育
に
従
事
。

■ 

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
脳
科
学
研

究　

脳
と
超
感
覚
的
能
力
■

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
脳
科
学
研

究
で
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
の

見
え
な
い
子
供
た
ち
に
、
脳
の
視
覚
視

野
や
中
脳
の
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
、
目
以
外
の
感
覚
を
使
用
し
て

読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
超
感
覚
的
な
能
力

を
身
に
つ
け
る
ビ
デ
オ
紹
介
や
、
実
際

に
日
を
閉
じ
た
ま
ま
、
感
覚
的
に
も
の

を
見
る
・
知
る
な
ど
の
実
際
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

人
間
は
通
常
脳
の
5
%
く
ら
い
し
か

使
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
未
使
用
の
脳
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
超
感

覚
的
能
力
が
目
覚
め
る
と
い
う
こ
と
が

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研
究
で
は
解

明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
方

法
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
脳
は
、
一
秒
間
に
4

 
0
 0 

0
億
ビ
ッ
ト
の
情
報
を
処
理
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
で
も
意

識
的
に
は
2
0
0
0
ビ
ッ
ト
の
情
報
に

し
か
気
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

脳
を
通
し
て
私
た
ち
の
肉
眼
が
物
理
的

次
元
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
い
る

か
ら
で
す
。

「
物
質
」
は
、
分
子
、
原
子
、
素
粒
子

な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
脳
は
そ
の

世
界
を
一
部
認
識
し
て
お
り
、
研
究
に

よ
る
と
、
3
歳
以
下
の
普
通
の
子
ど
も

た
ち
は
物
が
透
け
て
見
え
る
と
い
う
現

象
を
日
常
に
経
験
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
生
活
に

必
要
が
な
い
の
で
そ
う
い
っ
た
情
報
を

脳
は
カ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
り
、
脳
は

物
質
的
な
要
素
だ
け
を
と
ら
え
る
よ
う

に
成
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大

学
研
究
機
関
で
は
、
超
感
覚
的
能
力

（
例
：
透
視
、
念
力
等
）
を
所
有
す
る
人

た
ち
の
脳
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
未
使

用
脳
の
活
発
化
、
脳
の
80
%
以
上
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
脳
を
持
っ
て
い
な

が
ら
、
私
た
ち
と
彼
ら
の
何
が
違
う
の

か
と
い
え
ば
、
彼
ら
が
大
部
分
の
脳
に
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「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト（
脳
神
経
細
胞
同

士
の
繋
が
っ
て
で
き
る
回
路
の
こ
と
）」

が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
私

た
ち
は
ご
く
限
ら
れ
た
部
分
だ
け
に
ニ

ュ
ー
ロ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

赤
松
氏
は
小
さ
い
と
き
か
ら
不
思
議

体
験
を
し
て
お
り
、
人
生
の
哲
学
的
質

問
―
人
は
何
処
か
ら
き
て
、
何
処
へ
い

く
の
か
、
ど
う
生
き
る
か
と
か
、
見
え

な
い
世
界
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

豪
州
の
大
学
院
で
潜
在
意
識
の
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
研
究
の
上

司
が
豪
州
警
察
の
犯
罪
心
理
学
者
で

も
あ
り
催
眠
療
法
士
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
人
の
深
層
心
理
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
潜
在
意
識
や
精
神
世
界
の
理
解
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
頃
に
超
感
覚
的
能
力
を
持
つ

大
人
や
子
供
に
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
彼
女
の
研
究
の
一
部
で
、
臨

死
体
験
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

り
、
警
察
の
捜
査
に
関
わ
る
超
能
力

者（
例
：
透
視
能
力
で
人
探
し
操
作
を

行
う
な
ど
）
と
出
会
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
世
療
法
や
瞑
想
方
法
を

含
む
様
々
な
心
理
療
法
を
通
し
て
過
去

の
ト
ラ
ウ
マ
を
回
復
す
る
方
法
・
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
話
は
脳
科
学
に
基
づ
く
透
視

能
力
と
し
て
い
る
が
実
際
は
も
っ
と
広

い
話
題
と
な
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る

よ
う
に
人
間
の
脳
は
3
～
5
%
ほ
ど
し

か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
超
感
覚

を
持
つ
人
は
使
用
す
る
パ
ー
セ
ン
ト
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

壁
を
通
り
抜
け
る
と
か
物
質
化
現
象

を
行
う
人
の
脳
は
、
分
子
構
造
ま
で
見

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

物
質
を
分
子
構
造
と
し
て
見
た
場
合
、

私
た
ち
は
化
学
で
学
ん
だ
よ
う
に
、
原

子
、
分
子
の
配
列
を
変
え
る
こ
と
で
全

く
異
な
る
物
質
が
誕
生
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
を
ワ
イ
ン

に
し
た
い
場
合
、
二
つ
の
電
子
配
列
を

変
え
る
だ
け
で
す
。
分
子
の
配
列
を
一

寸
変
え
れ
ば
空
気
を
液
体
に
し
た
り
も

で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
分
子
構
造
を

変
え
る
た
め
に
は
、
通
常
化
学
反
応
を

さ
せ
た
り
、
熱
を
加
え
た
り
す
る
こ
と

で
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
に
は
そ
れ
を
意
識
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
で
で
き
る
能
力
者

や
密
教
修
行
僧
な
ど
が
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
は
、
脳
の
未
開
発
の
分

野
を
使
用
し
て
、
脳
の
何
十
%
使
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
特
定

の
訓
練
方
法
で
、
未
使
用
の
脳
を
使
え

ば
そ
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
能
力
開
発
方
法
で
、
全
世
界
で

最
も
有
効
で
科
学
的
効
果
を
実
証
し
て

い
る
メ
ソ
ッ
ド
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク

リ
ミ
ア
半
島
で
、
医
師
ア
ン
ド
レ
イ
・

コ
ー
マ
ン
博
士
と
ヴ
ァ
チ
ェ
ス
ラ
ヴ
・

ブ
ロ
ニ
コ
フ
博
士
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研

究
で
は
、
17
歳
以
下
の
子
供
た
ち
に
そ

の
能
力
開
発
方
法
を
享
受
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
子
供
た
ち
が
約
3
カ
月
以
内
に

高
い
透
視
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
子
供
た
ち
全
員
は
、
客
観
性
と
正

確
性
を
も
っ
て
目
隠
し
し
た
ま
ま
本
を

読
ん
だ
り
、
壁
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の

を
当
て
た
り
、
遠
隔
で
物
や
人
を
認
知

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
完
全
に

生
ま
れ
つ
き
全
盲
で
あ
っ
た
子
供
た
ち

で
さ
え
、
そ
の
能
力
が
身
に
つ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
高

齢
の
方
も
そ
う
い
っ
た
能
力
が
身
に
つ

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
障
害
者
に
応
用
し
て
、

目
が
見
え
た
り
、
耳
が
聞
こ
え
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、

障
害
の
あ
る
人
は
も
と
も
と
欠
如
し
て

い
る
感
覚
器
官
を
代
替
す
る
た
め
の
脳

が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

超
感
覚
が
目
覚
め
や
す
い
こ
と
も
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

赤
松
氏
自
身
も
そ
の
能
力
開
発
方
法

の
ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
の
で
、
研
究
会

最
中
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
行
い
ま
し
た
。

■
ビ
デ
オ
紹
介
■

ビ
デ
オ
1
：
2
0
1
0
年
1
月
お
正
月

番
組
T
B
S
「
最
新
脳
科
学
X
最
強
超

能
力
」

元
障
害
者（
全
盲
、
聴
覚
障
害
、
身

体
機
能
不
全
な
ど
）
で
あ
る
ロ
シ
ア
人

男
性
サ
ー
シ
ャ
・
レ
ビ
ッ
ト
君
が
紹
介

さ
れ
る
。
能
力
開
発
を
受
け
た
人
の
例

と
し
て
、
サ
ー
シ
ャ
君
は
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
日
本
の
取
材
班
が
も
っ
て
き

た
絵
本
の
内
容
を
説
明
す
る
。
サ
ー
シ

ャ
君
は
9
歳
で
能
力
開
発
学
校
へ
通
う
。

サ
ー
シ
ャ
君
に
よ
る
と
、
見
え
な
い
世

界
を
見
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ま
ず
意

識
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
対
象

物
の
輪
郭
や
色
が
ぼ
ん
や
り
見
え
始
め
、

そ
こ
に
さ
ら
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
す
る
と

詳
細
も
次
第
に
見
え
て
く
る
、
と
い
う
。

ビ
デ
オ
2
：
ロ
シ
ア　

モ
ス
ク
ワ
の
能

力
開
発
学
校
の
授
業
風
景

学
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
代
替

視
力
を
育
て
る
た
め
に
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
使
っ
て
視
覚
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
脳
内
視
力
を
育
て
、
脳
の
後

頭
部（
視
覚
視
野
）で
見
る
ト
レ
ー
ニ
ン
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グ
を
行
う
。
脳
内
視
力
が
育
っ
た
後
に

は
、
外
部
視
力
が
発
達
す
る
。
ロ
シ
ア

で
は
化
学
的
に
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン（external vision

）
と
い
う

（
ロ
シ
ア
で
い
う
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
は
、
米
国
で
い
う
リ
モ
ー
ト
・

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ［rem

ote view
ing

］
よ

り
広
範
囲
の
定
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
）。

授
業
で
は
身
体
の
周
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
ず
る
練
習
を
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

（
生
体
磁
場
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
気
功

の
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
い
る
。

脳
内
視
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
瞬
間

記
憶（
カ
メ
ラ
記
憶
）（photographic 

m
em

ory

）
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
様
子
や
グ
リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る

方
法
を
学
習
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
脳
内
の
情
報
処

理
が
は
や
く
な
る
。
こ
の
訓
練
を
行
う

こ
と
で
未
使
用
の
脳
が
開
発
さ
れ
、
超

感
覚
的
能
力
が
高
ま
る
と
い
う
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
女

生
徒
は
、
一
目
解
剖
学
の
本
を
見
た
だ

け
で
、
そ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
い
と
も
簡

単
に
読
み
上
げ
て
い
る
。
夢
を
見
る
時

や
、
考
え
る
時
の
脳
の
解
析
に
よ
り
、

脳
科
学
や
医
学
の
根
拠
に
基
づ
い
た
方

法
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

ビ
デ
オ
3
：
ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
紹
介

ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が
能
力
開
発
に

成
功
し
て
い
る
。
感
覚
の
範
囲
が
拡
が

り
自
分
の
周
囲
を
3
6
0
の
範
囲
で
認

識
す
る
よ
う
に
な
る
。
言
語
能
力
も
向

上
す
る
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
生
徒
は
大
学
の
成
績
も
良
く
な
る
。

脳
の
ど
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
い
る
か

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
開
発
に
は
霊

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
て
お
り
、
チ

ベ
ッ
ト
密
教
の
聖
者
の
協
力
も
あ
る
。

人
類
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
開
発

さ
れ
て
い
る
。

大
人
で
も
習
得
可
能
で
あ
る
。
17
歳

以
下
な
ら
1
0
0
%
向
上
す
る
。
80
代

で
も
本
人
の
継
続
の
努
力
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。

今
は
初
歩
的
研
究
で
あ
る
。
い
ず
れ

材
料
工
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
材
料
の

開
発
と
か
人
体
内
部
の
研
究
な
ど
応
用

範
囲
は
広
い
。

目
隠
し
し
て
合
気
道
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
本
物
の
剣
で
の
試
合
も
行
っ
て

い
る
。

■ 

赤
松
氏
に
よ
る
透
視
実
験
：
参
加
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
物
品
16
点
を
透
視

し
た
■

出
題
品
は
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
つ
い
た

小
さ
い
瓢
箪
、
飲
み
物
が
入
っ
て
い
る

容
器
、
黄
色
の
表
紙
に
文
字
の
あ
る
本
、

不
規
則
な
折
り
目
の
つ
い
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
で
あ
り
、
赤
松
氏
は
そ
こ
に

書
か
れ
た
文
字
を
ほ
ぼ
完
全
に
透
視
で

き
た（
赤
松
氏
は
数
年
の
訓
練
で
こ
の

能
力
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
）。

ビ
デ
オ
4
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
障
害
者
教

育
セ
ン
タ
ー （IAH

D

セ
ン
タ
ー
）

元
米
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
と
ヒ
ラ
リ

ー
夫
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
際
の
ビ
デ
オ
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
代
替
医
療
の
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
脳
性
麻
痺

の
方
々
の
回
復
実
例
、
眼
球
の
な
い
方

が
代
替
視
力（EX

V

）
を
得
て
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
実
例

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
超
能
力
の
研
究
は
、
軍

事
目
的
が
主
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
社
会
福
祉
と
か
障
害
者
補

助
と
か
、
医
学
へ
の
応
用
が
大
事
で
あ

る
。
米
大
統
領
が
、
創
始
者
の
先
生
ら

に
米
国
で
の
市
民
権
の
移
動
も
含
め
開

発
提
案
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

は
断
っ
て
い
る
。
米
国
の
軍
事
仕
様
で

あ
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
ス
タ

ー
ゲ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
も
も
と
も
と

は
ロ
シ
ア
の
超
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

礎
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
人
が
持
っ
て

い
る
自
然
回
復
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
紹
介
し
て
い
る
。
回
復
実
例

が
紹
介
さ
れ
た
。
…
…
脳
性
麻
痺
で
手

足
の
不
自
由
な
子
供
た
ち
が
元
気
に
歩

い
た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
、
糖

尿
病
の
大
人
や
子
供
の
回
復
、
全
盲
の

子
供
た
ち
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
周
囲

の
人
物
の
着
衣
を
当
て
る
、
耳
の
聞
こ

え
な
い
子
供
た
ち
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
る
、
な
ど
。

気
の
流
れ
を
整
え
、
能
力
開
発
を
施

し
、
心
身
の
回
復
が
な
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
結
果
的
に
大
人
も
子
供
も
超

能
力
を
習
得
し
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。

■ 

体
験
会
：
赤
松
氏
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
■

参
加
者
全
員
に
よ
り
気
を
感
ず
る
実

験
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
両
手
を
こ
す
り
合
わ
せ
る
。
こ

れ
だ
け
で
右
脳
と
左
脳
の
繋
が
り
が
良

く
な
り
、
脳
の
活
性
化
と
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
ボ
ー
ル
の
作
成
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ボ
ー
ル
を
相
手
に
渡
す
、
気
で
相
手
の

身
体
に
ふ
れ
る
実
験
、
な
ど
が
行
わ
れ
、
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大
半
の
参
加
者
は
気
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

■ 

能
力
開
発
方
法
―
脳
科
学
に
基
づ
く

超
感
覚
の
発
達
段
階
■

脳
の
発
達
段
階
：

　

 

肉
眼
→
イ
メ
ー
ジ（
想
像
の
世
界
）→

心
眼
。

　

 

脳
内
視
力（
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
）
→
外
部
視
力（
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
）

■
訓
練
方
法
■

第
一
ス
テ
ー
ジ

　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換
の
発
達

　

感
覚
範
囲
の
拡
大

　

右
脳
と
左
脳
の
神
経
系
の
活
発
化

　

 

血
液
循
環
が
よ
く
な
り
免
疫
・
抵
抗

力
が
強
く
な
る

第
二
ス
テ
ー
ジ

　

イ
メ
ー
ジ
育
成

　

瞬
間
記
憶
能
力

　

周
辺
視
野
の
開
発

　

内
部
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
開
発

　

時
系
列
情
報
を
記
憶
す
る

　

認
識
力
の
強
化

　

 

脳
内
視
力
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
が
で

き
る

第
三
ス
テ
ー
ジ

　

 

目
を
使
わ
な
い
で
自
分
の
配
置
が
分

か
る

　

闇
の
中
で
物
を
見
回
す

　

身
体
機
能
回
復

　

体
外
離
脱

　

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と
し
て
普
遍
意
識

　

 

宇
宙
か
ら
の
直
接
の
知
識
が
得
ら
れ
る

第
四
ス
テ
ー
ジ

　

 

バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

　

 

複
数
の
人
の
バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
つ
な
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
■
訓
練
方
法
習
得
後
■

こ
の
訓
練
方
法
を
行
う
と
、
カ
メ
ラ

記
憶
、
同
時
に
多
数
の
こ
と
を
行
う
能

力
、
超
感
覚
的
能
力（
透
視
、
リ
モ
ー

ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
）、
次
第
に
超
意

識
か
ら
瞬
時
に
答
え
を
聞
き
出
す
、
こ

と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
日
本

に
10
年
前
に
招
待
し
た
こ
の
訓
練
方
法

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
そ
の
子
供
は
、

壁
を
透
視
し
て
見
た
り
、
遠
く
に
あ
る

本
を
開
か
ず
に
読
む
、
失
く
し
た
新
幹

線
の
チ
ケ
ッ
ト
の
場
所
を
当
て
る
、
学

校
に
行
か
ず
勉
強
せ
ず
と
も
試
験
の
解

答
が
わ
か
る
、
C
D
や
D
V
D
を
プ
レ

ー
ヤ
ー
な
し
で
脳
内
で
再
生
し
て
聞
く

見
る
、
な
ど
通
常
教
育
で
は
あ
り
え
な

い
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
脳
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
大
学
医
療
研
究
機
関

の
調
査
に
よ
る
と
、
能
力
の
発
達
し
た

人
た
ち
が
、
体
内
を
透
視
す
る
こ
と
で
、

医
学
的
病
理
学
的
に
も
見
つ
け
に
く
い

早
期
の
ガ
ン
細
胞
を
発
見
し
た
り
、
遺

伝
子
、
微
生
物
、
細
胞
等
の
電
子
顕
微

鏡
の
下
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

体
内
状
況
を
正
確
に
当
て
て
い
る
と
い

う
。

■
メ
デ
ィ
カ
ル
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ッ

ク
エ
キ
ス
パ
ー
ト
■

体
内
霊
視
診
断
士
。
直
接
視
力
に
よ

る
霊
的
医
療
診
断
を
行
う
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
こ
と
。

ビ
デ
オ
5
：
医
学
博
士
、
脳
科
学
者
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を

す
る
様
子
な
ど
。
眼
球
の
な
い
娘
さ
ん

が
脳
内
視
力
と
外
部
視
力
の
発
達
で
、

見
え
る
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
。
体

内
透
視
で
、
欠
陥
の
あ
る
遺
伝
子
を
修

正
し
て
よ
く
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

素
晴
ら
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。
訓
練

に
よ
り
成
果
が
あ
が
る
の
を
脳
の
活
動

で
確
か
め
て
い
る
。

超
能
力
の
開
発
が
組
織
だ
っ
た
方
法

で
行
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

た
ま
た
ま
本
年
1
月
27
日
の
産
経
新

聞
に
同
志
社
大
で
脳
科
学
研
究
科
新
設

の
記
事
が
あ
っ
た
。
全
国
で
も
珍
し
い

と
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
分

野
に
早
々
に
取
り
組
ま
れ
た
先
見
性
に

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

当
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今
後
の
予
定

5
月
21
日（
土
）
瀬
尾
泰
範
氏
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占
星

学
的
解
釈
と
予
測
」

6
月
18
日（
土
）
サ
ア
ラ
氏
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　 送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2100円（310円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2550円（210円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1995円（210円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800円（160円）
CD：生命と宇宙[講演録72分]（1998：船井メディア） ・・・・3000円（160円）
電気磁気学[加速教育用]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1340円（160円）
謎のオズマ計画  −UFOとの関連−（1976：USL） ・・・・・・・190円（120円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1000円（160円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2500円（210円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1800円（210円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2200円（210円）
　VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3000円（300円）
　VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3000円（300円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

　御注文はそれぞれ定価+送料の合計料金を郵便局にある郵便振替用紙で以下の
　口座にお振り込み願います。
　　口座番号　00100−2−15344　　加入者名　日本サイ科学会

　★郵便振替用紙の「通信欄」に書籍名を必ずご記入願います。
　★郵便番号、住所、氏名、電話番号は楷書で読みやすくご記入願います。
　　（特に番地は算用数字でしっかり書いてください。）

　※お振り込みから4週間以内に発送致します。
　※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の電話またはFAX、 

E-mailで確認して頂いてから、お願い致します。
　※ 以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦 

願います。

　<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　〒271 -0047　千葉県松戸市西馬橋幸町41-506
　　　　　　　　　　　　TEL 047 -347 -3546　FAX 047 -330 -4091
　　　　　　　　　　　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



た。これは地球の固有振動数としてのシューマ
ンレゾナンスとほぼ一致している。

光子群の動的な変化を調べる為に、遮光状
態のTVカメラのビジコン管（M7075）とメモ
リー・スコープ（XYレコーダー付き）を用いて
実験を行って光子群（念球）の2次元的な様々な
動きを記録した。さらに上記の暗缶を用いて実
験を行い、記録された時系列変化の最頻値は
約100Hzであること、並びに複雑性科学のカオ
ス解析結果から非線形低次元決定論的なレス
ラー系のカオス・アトラクタ（D2=1.9～2.2）が
得られた。フラクタル次元のD2は関与する変
数の数を意味しているので、サイ（気）は、生体
周りの別の2～3箇所から（チャクラと推定）送
念されていると、判断した。他方、メタルPK
の進行過程の事験結果として、硬度測定は通
常の場合よりもより硬くなる、次により軟らかく
なる、是を繰り返す。またひずみ変形を見ると、
経過時間（ひずみ硬化）には依存しないで、より
変形しやすい、次はより変形しにくい。破断面
をみると、延性的つぎは脆性的、等の同一内容
と思われる変化を繰り返している。この時のカ
オス解析結果を見ると、レスラー系のカオス・
アトラクタを繰り返し描いている。

なお、上記の実験結果には、写真のポジ（正）
像に対するネガ（負）像。並びに時系列変化の
正方向変化と負方向変化等の変化を伴ってい
る。これは素粒子を表示するシュレディンガー
方程式が虚数を含む事に関係すると考えられ
る。以上の実験結果から得た様々な念力（マク
ロPK）の諸性質は、サイ(気）が素粒子群であ
り、量子絡みあい（QE）を介して伝達されると
考える事により、ほぼ矛盾無く説明出来る事が
判った。

4．カオス・アトラクタと念力
物質変化の変曲点付近は不安定な状態であ

り、そこに未知現象が生起している。また、流
体の場合の層流から乱流・カオスへの進展過程
等と比較すると、物質変化の変曲点でカオス・

アトラクタの分岐が生じていると、判断するこ
とが出来よう。

カオスは混沌とも言い、偶然に支配されてい
る。運動は非線形で、複雑で不規則であり、非
可逆性を持つ非周期運動なので、結果を予測
する事は出来ない。これは念力も同様である。
さらにカオスの基本的な構造として、不安定状
態に達すると、分岐が開始される事になる、つ
まり、念力の発生は分岐の開始と一致しており、
念力の進行はカオスの進行過程として表示出来
ると考えられる。そこで、つぎに、実験・解析
が容易なカオス解析から、発生と実験が難しい
未知現象（念力）を推定すること、ならびに、両
者の比較検討を試みる。
（a）念力の動的な性質：（a-1）意識的ならび

に物理的（場所的）な条件設定が必要。（a-2）情
報伝達の媒介物、情報処理の手法は不明（推定
の段階）。念力は（a-3）人体から素粒子群（サ
イ､ 気）として発生し、球状（らせん）運動を繰
り返し､ 波動的に伝達される。（a-4）空間的に
は無限大ならびに無限小迄。（a-5）時間的には
過去、現在、未来まで。つまりサイ（気）情報は
瞬間的、距離に無関係に伝達される。
（b）念力の機能的な性質：（b-1）人体からサ

イ（気）を放出。（b-2）気と物質の相互作用によ
り念力が発生する。（b-3）意識も物質も共にサ
イ（気）の属性がある。（b-4）複雑系非線形の陰
陽五行方程式（相生、相克）に従う。（b-5）太極、
八卦、易経の分類に従う
（c）念力場の形成：念力は意識の働く状態に

より5種類の場を形成する。（c-1）平衡･焦点：
焦点状の平衡状態であり、昏睡、廃神の意識
状態。（c-2）周期軌道：無意識状態。（c-3）準
周期軌道：無意識状態。（c-4）低次元カオス・
アトラクタ：変性意識状態または特異功能態。

（c-5）高次元カオス・アトラクタ又は意識：ラン
ダムで雑念が多い、通常の意識状態。念力とし
ての未知現象（サイ現象）は（c-4）で生起してい
る。
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異常変形（未知現象）の発生点（カオス現象の最
初の分岐点）を求める。従来は念力の有無が議
論の対象であったので、発生の為の条件は議論
された事が無かったように思える。

この種類の実験や検討を繰り返した結果とし
て、次記が得られた。（1）物質の変曲点（不安
定点）で未知現象が発生（分岐開始）した。メタ
ルの場合には、降伏点が是に相当している。こ
の実験は、（2）変形という現象を介して、（物理
現象）+（サイ現象）、を求めたことになる。

（3）（物理現象）+（サイ現象）の時に、つまり外
気（サイ）が加入すると、試験片は、通常変形と
は異なる現象、つまり「急激塑性伸び」、再載荷
重の時に「見かけ上の弾性喪失」（変形がゼロと
なる）、除荷重時に急激戻り、が認められた。
これは（4）未知現象生起の時に材質が一部僅か
に変化させられた（分岐した）事を意味してい
る。（5）これと同じ実験を、材料をアルミ、鉄、
竹、木。形状を、丸棒、四角、矩形に、試験
機を片持式、単純梁式に、変えてテストして、
ほぼ同一の結果を得た。これらから物質変化の
変曲点付近（不安定状態）でパルス的な意念の
働き（うん、命令）があった場合に、未知現象

（サイ現象）の発生・生起が生ずる事が判った。
未知現象生起（局所）の機構を検討する。実

験によると、押し合う力の相殺する零点付近
（零場）にサイ（気）が集積される事がわかった。
数字や幾何学のゼロは単なる空位で現象を伴
わないが、物質の場合の零（相殺零）には未知
現象生起のパワー源がある。零場には質的な面
と量的な面がある。質的というのは、相殺する
力の大きさに応じて個体、分子、原子、素粒子
というように零場で介在･接触している物質の
内容が変化することを意味する。量的というの
は、相殺零にはパワーの相違がある事を意味す
る。例えば物質相殺の（+10）+（−10）=0よりも
物質相殺の（+1000）+（−1000）=0の方が、零
のパワーは大である。つまりパワーの大きな零
になるほど、サイ（気）現象が発生しやすくなる
事が判明した。

さらに、未知現象生起には零意識が必要にな
る。瞑想や呼吸をコントロールするなどの方法
を用いて意識を変性させる（変性意識状態、
ASC）。意識は知性や理性等の常識と言われる
ものであるが、これを次第に薄めて、無意識に
近づける。未知現象が生起する時の変性意識
状態を零意識と仮称する。この零意識は意識と
無意識の間の抗暗示障壁に存在していると考え
ている。意識を零意識状態にし、物質の零（相
殺）を高めると、両者に共通に存在する零を介
して、物と意識の両者が交流し合い、未知現象
が生起する事になると判断している。なお相殺
零場はマクロとミクロ、右旋回と左旋回、精神
と物質等、の変換点の性質を持っている事が判
明している。

さらに、この試験内容を透視・念写の場合に
適用した。例えば「催眠中、意識を集中させて
透視する事により、物理的な光による感光と同
じような現象が、遮光状態の写真用乾板に起っ
た」。つまり福来友吉によって1910年に念写が
発見された。現象の内容から見て、これはマク
ロPKの一種であると判断できる。そこで、筆
者らは、遮光状態の暗缶内に発光ダイオードと
受光ダイオードを置いて透視・念写の実験を試
みた。メタルの場合と同様に、暗缶内にバイア
ス光として既知の物理光を階段状に与えたとこ
ろ、僅かなパルス状の送念（意念）でも、光とし
ての未知現象が出現する事を確かめた。物理
光が受光ダイオードの閾値近くの或値に達した
時に、暗缶内にパルス的に球状の光子群（素粒
子群、念球）が発生した。これはメタルの場合
の発生条件と同一なので、同一内容の未知現象

（サイ現象）が生起したと見る事が出来よう。

3．念力現象の成長
実験を続けたところ、バイアス光の無い場合

でも念球（光子群）の出現は可能であったが、
バイアス光のある場合の方が、よりパルス状に
なる傾向があった。多くの実験を重ねたところ、
パルスの出現の最頻値として約6.7Hzが得られ
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1．はしがき
意識と物質が直接相互作用する現象を念力

（PK）という。念力の現象のあることは周知であ
るが、原因は不明であった。この理由として、
念力は変性意識状態（ASC）に関係するが、意
識が科学的には不明なので、念力も不明である
と考えられていた。筆者らは、永年にわたり念
力を解明する為の努力を続けてきたが、最近、
ようやくその一部が分かりかけてきた。得られ
た結論の一部として、（1）念力の発生条件がほ
ぼ判明し、零場が発見された。（2）複雑系科学
のカオス・アトラクタ形成・展開の過程と念力
の進展とは密接な関係がある。従って、（3）実
験が難しい念力現象を、カオス・アトラクタの
変化から推定する事が可能である、と判断した。
今回は、不完全ではあるが、実験をもとにして
念力とカオス・アトラクタの関係を略述する。

2．念力の発生条件
日本では、1974～1980年代に念力（PK）や超

感覚的知覚（ESP）としての超能力有無の真贋
騒動があり、世論を2分して社会問題にもなっ
た。しかし、再現性や、因果律を説明する事が
困難な為に、結局は否定されてしまった。中国
でも1979年に四川省で「耳で字を読む唐雨少
年」が発見され、多くの市民の支持を受けて、

特異功能（超能力）は最大に流行したが、法輪
功事件を契機にして政府から否定されてしま
い、今は、忘れられかけている。最近になり、
日本では（2009～現在）パワー・スポットブーム
がやってきた。全国各所の神社、社寺のパ
ワー・スポット（聖地）には多くの人々が集まっ
ている。これは社会現象であり、心身のパワー

（力）の強化を求める人達が想像以上に多い事
を意味している。筆者らは、パワー強化や「願
い事を叶える」為には、念力の一種を用いる方
法が良いと考えている。

はじめにマクロ念力（PK）としてのメタル・ベ
ンデング（未知現象）の生起条件を扱う。メタル
は電磁気や雑音等にも安定であり、化学的・物
理学的にも安定しており、さらに変形に関係す
る様々な性質も判っている。単純で誤差が入り
にくいアルミニウム材を用いて引張試験を実施
した。試験方法として、（a）試験片に僅かに載
荷重（分銅）する。同時に被験者（超能力者）が
外気（サイ）をパルス的に（うん、と腹気合い）
意念して、試験片に与える。その時の変形（伸
び）=（物理現象）+（サイ現象）、を求める。次に、

（b）として（a）と同様に荷重、意念し、測定を行
う。是を小刻みに繰り返す（数回程度）。そして、
サイ（外気）現象が（既知の）どのエネルギー段
階で加入してくるかを調べる。この様にして、

念力とカオス・アトラクタ念力とカオス・アトラクタ
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